
宋
初
の
三
司
に
つ
い
て

向
山畑

唐
の
中
頃
、
府
兵
制
の
崩
壊
や
安
禄
山
の
乱
に
起
因
す
る
軍
事
費

か
の
膨
張
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
べ
く
し
て
実
施
さ
れ
た
専
売
制
の

権
導
入
な
ど
を
契
機
に
し
て
、
度
支
使
と
塩
鉄
使
が
成
立
す
る
。
こ
の

籾
度
支
・
塩
鉄
の
両
使
は
、
五
代
後
唐
期
に
い
た
っ
て
、
従
来
の
そ
れ

↓
と
は
内
実
を
大
き
く
異
に
し
た
戸
部
と
統
合
さ
れ
、
三
司
の
成
立
を

一
み
る
と
と
に
な
る
。
三
司
は
宋
代
で
も
継
承
さ
れ
、
そ
の
後
、
元
豊

川
の
官
制
改
革
に
よ
っ
て
最
終
的
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
、
一
世
紀
半
あ

口
ま
り
に
わ
た
り
国
家
財
政
を
に
な
い
続
け
た
。

司
三
司
に
関
す
る
研
究
は
、
そ
れ
を
宋
代
に
限
っ
て
み
て
も
、
周
藤

一一
一ゆ
吉
之
氏
の
も
の
を
筆
頭
に
か
な
り
の
量
が
あ
る
が
、
筆
者
な
り
に
整

料
理
を
す
る
と
、
大
き
く
以
下
の
三
つ
に
類
別
で
き
る
。

①
三
司
の
組
織
及
び
機
構
面
の
研
究

2

②
三
司
使
や
三
司
副
使
な
ど
、
三
司
に
属
す
る
官
僚
の
出
身
や
資
歴

序

宋
初
政
権
の

一
側
面

見

城

戚

光

酉
の
研
究

③
中
央
行
政
機
構
全
体
に
お
い
て
、
三
司
の
し
め
る
位
置
に
関
す
る

研
矩
こ
の
な
か
で
、
②
の
研
究
蓄
積
が
最
も
豊
富
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
度
検
討
の
対
象
と
す
る
宋
初
|
|
太
祖
・
太
宗
・
真
宗
朝
ー
ー
に

限
っ
て
い
え
ば
、
三
司
使
が
文
官
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
武
官
で

あ
る
の
か
と
い
う
点
だ
け
に
乙
と
さ
ら
関
心
が
向
げ
ら
れ
て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
こ
れ
が
武
断
政
治
か
ら
文
治
政
治
へ
の
移

行
に
関
わ
る
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
小
論
で
は
太
宗
朝
の
三
司
の
ポ
ス
ト
に
、
即
位
前
に
既
に
太
宗

に
仕
え
て
い
た
臣
僚
、
所
謂
「
藩
邸
旧
僚
」
が
多
く
任
用
さ
れ
た
こ

と
に
注
目
し
、
そ
の
任
用
の
背
景
と
彼
ら
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
つ
い
で
①
も
か
な
り
の
量
が
あ
る
の

だ
が
、
こ
と
に
太
宗
期
に
み
ら
れ
る
目
ま
ぐ
る
し
い
三
司
の
機
構
改

革
に
つ
い
て
、
充
分
な
意
義
づ
砂
の
作
業
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
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い
難
い
。
そ
し
て
③
に
い
た
っ
て
は
、
わ
ず
か
に
中
国
人
に
よ
る
も

の
が
若
干
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
だ
け
に
三
つ
の
な
か
で
、
最
も
検

討
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
分
野
と
も
見
倣
さ
れ
る
。
そ
れ
で

は
、
今
少
し
詳
細
に
そ
の
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
、
触
れ
て
お
く
こ

と
に
し
よ
う
。

至
和
二
年
(
一

O
五
五
)
四
月
、
知
諌
院
の
箔
鎮
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
上
疏
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
即
ち
、
「
今
中
書
民
を
主
り
、
植

密
院
兵
を
主
り
、
=
一
司
財
を
主
り
、
各
お
の
相
い
知
ら
ず
」
(
『
績
資

治
通
鑑
長
編
』
|
以
下
、
「
長
編
』
と
略
記
|
巻
一
七
九
ー
一

O
)
と。

こ
れ
は
当
時
の
民
政
お
よ
び
兵
政
の
最
高
機
関
で
あ
る
、
中
書
と
枢

密
院
に
対
し
て
、
三
司
が
独
立
し
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
端
的

に
示
す
も
の
と
見
倣
さ
れ
、
南
宋
の
様
々
な
史
書
に
引
用
さ
れ
る
。
な

か
で
も
、
林
劇
は
乙
れ
か
ら
論
を
一
歩
す
す
め
て
、
「
蓋
し
園
朝
、
極

密
兵
を
主
り
、
三
司
財
を
主
り
、
機
重
く
任
隆
く
、
往
往
と
し
て
中

書
と
時
し
き
は
、
則
ち
兵
・
工
の
部
を
合
わ
せ
て
之
れ
に
蹄
す
れ
ば

な
り
」
(
『
古
今
源
流
至
論
』
続
集
巻
五
「
六
部
」
)
と
述
べ
、
一
ニ
司
は

工
部
の
機
能
を
吸
収
し
た
が
故
に
、
そ
の
職
権
は
屡
々
中
書
に
匹
敵

し
た
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
近
年
に
な
っ
て
、
活
鎮
の
上
疏
に
注

目
し
た
遅
景
徳
氏
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
が
提
出
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
即
ち
、
三
司
と
中
書
と
の
関
係
は
密
接
で
あ
り
、
=
一
司

は
中
書
の
「
下
属
機
関
」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

張
其
凡
氏
も
年
代
を
宋
初
に
限
定
し
て
、
同
様
の
問
題
に
言
及
し
た

が
、
氏
の
見
解
も
遅
氏
と
き
し
て
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
三
司
は

常
に
中
審
の
製
肘
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
自
体
で
は
事
務
処
理
等
し

か
行
い
得
な
か
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
諸
葛
憶
兵
氏
も
近
著
の

な
か
で
、
主
に
人
事
と
行
政
の
ニ
つ
の
側
面
か
ら
、
中
書
と
三
司
の

関
係
を
論
じ
た
が
、
や
は
り
中
書
と
三
司
は
「
上
下
級
的
直
属
関
係
」

に
あ
っ
た
、
と
結
論
し
て
い
る
。
三
氏
の
所
論
に
は
従
い
難
い
面
も

あ
る
が
、
三
司
が
中
書
に
対
し
て
、
地
位
な
い
し
は
権
限
に
お
い
て
、

一
歩
譲
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
妥
当
な
理
解
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
三
氏
の
研
究
は
、
中
書
と
三
司
と
の
関
係
に
専
ら
そ

の
関
心
が
注
が
れ
る
だ
け
で
、
皇
帝
と
三
司
と
の
関
係
に
は
、
殆
ど

言
及
が
な
い
と
い
う
点
で
も
共
通
す
る
。
己
れ
は
研
究
の
比
重
が
、
と

も
に
宰
相
あ
る
い
は
中
書
の
権
限
に
あ
る
こ
と
に
も
よ
る
が
、
三
司

は
中
書
の
製
肘
を
受
け
る
存
在
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
「
下
属
機
関
」

で
あ
る
と
い
う
前
提
に
た
て
ば
、
抑
も
三
司
が
中
書
の
さ
ら
に
上
位

に
あ
る
皇
帝
と
直
接
的
な
関
係
を
も
ち
う
る
は
ず
が
な
い
、
と
い
う

こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
宋
代
の
皇
帝
権
力
を
論
じ
た
研

究
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
王
瑞
来
氏
や
劉
静
貞
氏
ら
に
よ
る
、
皇

帝
の
財
政
へ
の
関
与
に
か
ん
す
る
言
及
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
そ
れ
と
て
も
論
文
の
な
か
で
部
分
的
に
触
れ
ら
れ
て
い
る

に
す
ぎ
ず
、
そ
の
考
察
も
表
面
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

以
上
、
宋
代
の
三
司
に
関
す
る
研
究
の
現
状
を
総
じ
て
見
る
に
、
皇



帝
と
三
司
と
の
関
係
を
本
格
的
に
論
じ
た
も
の
は
未
だ
な
い
。
ま
た
、

太
宗
期
の
三
司
の
機
構
改
革
に
も
残
さ
れ
た
課
題
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
従
っ
て
小
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
中
心
に
考
察
を
加
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
三
司
の
行
政
面
で
の
性
格
、
ひ
い
て
は
宋
代
の
君

主
独
裁
制
の
一
斑
を
も
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

城見附

表

1
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
五
代
期
、
=
一
司
使
は
し
ば
し
ば

か
宰
相
に
よ
っ
て
兼
職
さ
れ
た
が
、
太
祖
朝
以
降
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

蹴
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う

湖
か
。
堀
敏
一
氏
に
よ
る
と
、
顕
徳
元
年
(
九
五
四
)
三
月
に
後
周
は

↓
北
漢
を
高
平
に
お
い
て
破
る
が
、
と
れ
を
契
機
に
し
て
殿
前
諸
班
が

一
拡
充
さ
れ
、
皇
帝
権
が
強
化
さ
れ
た
と
い
目
。
と
の
高
平
の
戦
い
は
、

V

世
宗
が
周
囲
の
反
対
を
押
し
き
っ
て
断
行
し
た
も
の
で
あ
る
だ
げ

m
に
、
そ
の
勝
利
は
政
治
決
定
の
場
面
に
お
け
る
、
皇
帝
の
発
言
力
の

司
急
速
な
強
化
を
も
促
し
た
よ
う
で
、
「
帝
、
衆
議
に
違
い
て
北
漢
を
破

三加
り
、
是
れ
自
り
政
事
大
小
と
無
く
皆
な
親
決
し
、
百
官
、
上
に
受
成

案
す
る
の
み
」
(
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
九
二
)
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
か
か
る
経
緯
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
皇
帝
の
発
言
力
は
、
多

分
に
個
人
的
能
力
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
よ
り
強
固
た
る
皇
帝

五
代
・
太
祖
朝
の
三
司

|
1
1
三
司
の
中
書
か
ら
の
分
立
|
|
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五代宰相兼判三司一覧

氏名 任 期 氏名 任 期

後 豆慮草 926/4-926/5 後 李搭② つ-945/12

任園 926/5-927/5 普 劉向③ 945/12-947/2 

劉H句① 934/4-934/10 後 李穀 950/11(951/6)-954/7 

唐 張延朗③ 934/12-936/閤l! 周 景飽 954/7-955/8 

後 潟道 937/1-つ

組霊童 937/7-? 

晋 劉附② 944/7-ワ

表1

備考1・李総②以外は、出典は全て『資治通鑑』と『奮五代史』各本紀明。
備考2:②とあるのは、二度自の三司使就任を意味する。
備考3 鴻道と趨壁が兼任したのは、三司使ではなくそれぞれ諸道塩鉄転運等使と判
戸部だが、これは後晋成立当初、一度三司が分割されたことによる([新五代史』

巻 48r劉審交侍J)。
備考4:李殺は権判三司就任当初、宰相を兼務していない。兼務を始めた年次は(

内に示した。
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権
を
打
ち
建
て
る
た
め
に
も
、
や
は
り
制
度
的
な
改
変
が
不
可
欠
に

2

な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
実
施
さ
れ
た
の
が
、
皇
帝
に
対
抗

し
う
る
存
在
で
あ
る
宰
相
の
権
限
の
削
減
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
に

い
え
ば
、
宰
相
に
よ
る
三
司
使
兼
職
の
解
消
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
表
1
の
最
後
に
見
え
る
景
範
の
三
司
使
兼
務
の
解
消
、
そ
し

て
、
そ
れ
に
代
っ
て
の
張
美
の
三
司
使
(
権
判
三
司
)
就
任
人
事
が
、

高
平
の
戦
い
か
ら
ほ
ど
な
い
顕
徳
二
年
八
月
と
い
う
時
期
に
行
わ
れ

た
こ
と
は
(
『
奮
五
代
史
』
巻
一
一
五
「
後
周
世
宗
紀
」
)
、
こ
の
推
論

を
曲
一
か
な
り
と
も
補
強
す
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
節
の
冒
頭
で
筆
者
は
太
祖
朝
に
入
る
と
、
三
司
使

が
宰
相
に
よ
っ
て
兼
務
さ
れ
る
と
と
は
な
く
な
っ
た
と
述
べ
た
。
し

か
し
宮
崎
聖
明
氏
は
、
開
宝
五
年
(
九
七
二
)
一
一
月
に
参
知
政
事

の
醇
居
正
と
目
録
慶
が
、
そ
れ
ぞ
れ
提
点
三
司
准
南
・
湖
南
・
嶺
南

諸
州
水
陸
転
運
使
事
と
提
点
三
司
荊
南
・
剣
南
諸
州
水
陸
転
運
使
事

を
兼
ね
た
こ
と
か
ら
(
『
長
編
』
巻
一
三
=
己
、
「
参
知
政
事
が
三

司
の
長
官
を
兼
任
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
翌
年
九
月
、

呂
徐
慶
が
罷
免
さ
れ
る
一
方
で
(
同
巻
一
四
一

O
)
、
ほ
ぽ
同
時
に

醇
居
正
は
同
平
章
事
に
昇
格
し
て
、
そ
の
ま
ま
兼
任
を
続
げ
て
い
る

が
(
『
宋
大
詔
令
集
』
巻
五
一
「
醇
居
正
奔
相
制
」
)
、
宮
崎
氏
の
理
解

に
従
え
ば
、
こ
れ
は
宰
相
が
三
司
の
長
官
を
兼
任
し
た
こ
と
を
意
味

す
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
見
解
は
い
う
ま
で
も
な
く
提
点
三
司
准

南
・
湖
南
・
嶺
南
諸
州
水
陸
転
運
使
事
と
い
っ
た
官
職
が
三
司
の
長

官
、
つ
ま
り
三
司
使
に
相
当
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
が
、
実
の
と

こ
ろ
そ
れ
を
示
す
明
確
な
根
拠
は
、
李
直
が
『
皇
宋
十
朝
綱
要
』
(
巻

二
で
醇
居
正
と
日
蝕
慶
を
歴
代
三
司
使
に
数
え
て
い
る
こ
と
を
除

い
て
ほ
か
に
見
出
さ
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
ば
か
り
か
以
下
に
示
す

よ
う
に
、
逆
に
そ
れ
を
否
定
す
る
材
料
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
の

で
あ
る
。
ま
ず
、
太
祖
朝
か
ら
若
干
遡
る
史
料
で
は
あ
る
が
、
『
習
五

代
史
』
巻
一
一
二
「
後
周
太
祖
紀
三
」
広
順
三
年
(
九
五
一
ニ
)
正
月

丙
辰
条
に
は
、

以
武
平
箪
節
度
使
留
後
・
検
校
太
尉
劉
一
一
三
同
居
同
検
校
太
師
・
同
平

章
事
・
行
朗
州
大
都
督
、
充
武
平
軍
節
度
兼
三
司
水
陸
締
運
等

倒
・
制
置
武
安
・
静
江
等
軍
事
、
進
封
彰
城
郡
公
。

と
あ
っ
て
、
後
周
は
朗
州
に
拠
点
を
お
く
割
拠
政
権
で
あ
る
劉
言
を

彰
城
郡
公
に
封
じ
て
い
る
が
、
こ
の
時
、
言
は
「
三
司
水
陸
転
運
等

使
」
に
も
除
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
官
名
は
居
正
ら
が
兼
ね
た
も
の
と

酷
似
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
三
司
使
に
相
当
す
る
も
の
と
は
到
底

思
わ
れ
ず
、
後
周
政
権
が
劉
言
に
対
し
て
、
そ
の
勢
力
圏
内
に
お
け

る
財
政
の
管
理
を
認
め
た
も
の
と
し
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
目
。
さ

ら
に
加
え
て
、
開
宝
五
年
一
一
月
の
醇
居
正
ら
に
よ
る
兼
任
に
つ
い

て
み
て
も
、
そ
の
一
年
余
り
前
の
同
四
年
五
月
に
権
判
三
司
に
就
い

た
楚
昭
輔
が
(
『
長
編
』
巻
一
二
七
)
、
居
正
ら
が
兼
任
を
は
じ
め

て
も
解
任
さ
れ
な
い
で
、
同
六
年
九
月
ま
で
そ
の
職
に
あ
り
続
け
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
(
同
巻
一
四
ー
一
ご
。
後
述
の
ご
と
く
、
一
一
一
司



分
割
期
を
除
い
て
三
司
使
が
同
時
に
複
数
員
存
在
す
る
こ
と
は
な
い

の
だ
か
ら
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
や
は
り
提
点
三
司
准
南
云
々
な

る
官
職
が
三
司
使
に
相
当
す
る
と
は
見
倣
し
が
た
い
。
以
上
の
諸
点

か
ら
す
れ
ば
、
太
祖
期
、
宰
相
に
よ
る
三
司
使
の
兼
任
は
な
か
っ
た

と
み
て
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

市
こ
の
よ
う
に
、
五
代
末
期
に
皇
帝
権
が
強
化
さ
れ
る
過
程
で
、
宰

即
相
に
よ
る
三
司
使
の
兼
職
が
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

一
こ
と
は
、
三
司
に
若
干
の
組
織
的
改
変
を
促
し
た
よ
う
で
も
あ
る
。
五

一
代
期
、
す
で
に
三
司
に
は
副
使
が
設
砂
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
王
賛

側
が
顕
徳
六
年
九
月
に
そ
れ
を
離
任
し
て
か
ら
(
『
奮
五
代
史
』
巻
一
一
一

か

O
「
後
周
恭
帝
紀
」
)
、
太
平
興
国
元
年
(
九
七
六
)
一
二
月
の
買
攻

雌
ま
で
三
司
副
使
の
存
在
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
太

湖
平
興
国
元
年
の
記
事
に
、
「
三
司
に
副
使
を
置
く
こ
と
、
淡
よ
り
始
ま

↓
る
」
(
『
長
編
』
巻
一
七
一
一
一
一
)
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
早
げ
れ
ば

一
王
賛
の
離
任
直
後
、
遅
く
と
も
宋
朝
成
立
芭
後
に
副
使
は
一
旦
廃
止

一
制
さ
れ
た
と
見
倣
さ
れ
る
。
後
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
太
平
興
国
元
年

目
の
副
使
設
置
は
、
=
一
司
使
の
牽
制
を
目
的
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

河
五
代
の
そ
れ
は
明
ら
か
に
状
況
を
異
に
す
る
。
初
代
の
三
司
副
使
張

一一一ゆ
格
の
就
任
が
判
三
司
任
園
の
推
薦
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
(
「
茄
府
元

抑

丸

【

8
}

料
品
咽
』
巻
一
六
六
、
帝
王
部
「
招
懐
四
」
)
。
長
官
の
判
三
司
が
自
ら
を

5

牽
制
さ
せ
る
た
め
に
副
使
を
推
薦
す
る
は
ず
は
な
く
、
純
粋
に
長
官

2

を
補
佐
さ
せ
る
目
的
で
副
使
が
設
置
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
ま
し
て
当
時
、
三
司
使
は
頻
繁
に
宰
相
を
兼
務
し
た
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
三
司
使
と
し
て
の
職
分
を
多
分
に
犠
牲
に

せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
だ
け
副
使
に
は
長
官
の
補
佐
と
い
う
責
務
の

遂
行
が
強
く
求
め
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
後
周
末

期
に
な
っ
て
宰
相
に
よ
る
三
司
使
の
兼
職
が
解
消
さ
れ
て
し
ま
え

ば
、
当
然
の
ご
と
く
副
使
の
存
在
価
値
は
著
し
く
希
薄
化
す
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
そ
の
結
果
、
ほ
ぽ
同
時
に
三
司
副
使

が
廃
止
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ

。
う
さ
て
、
こ
れ
ま
で
宰
相
に
よ
る
三
司
使
の
兼
職
、
お
よ
び
そ
の
解

消
を
論
じ
て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
五
代
期
、
宰
相
は
枢
密
使
も
屡
々

兼
任
し
て
い
お
。
し
か
し
、
こ
れ
も
宋
朝
成
立
聞
も
な
い
建
隆
元
年

(
九
六

O
)
二
月
に
、
宰
相
の
菰
質
と
王
湾
が
参
知
枢
密
院
事
の
兼
任

を
解
か
れ
(
『
長
編
』
巻
一
ー
七
)
、
つ
い
で
乾
徳
二
年
(
九
六
四
)
正

月
に
、
枢
密
使
兼
宰
相
の
貌
仁
浦
が
罷
免
さ
れ
る
と
(
同
巻
五

l
二、

「
宋
大
詔
令
集
』
巻
六
五
「
活
質
等
罷
相
制
」
)
、
そ
れ
を
最
後
に
兼
職

【
叩
)

は
み
ら
れ
な
く
な
る
。
と
の
こ
と
と
、
如
上
の
考
察
を
綜
合
す
れ
ば
、

序
で
引
い
た
沼
鎮
の
上
疏
に
あ
る
よ
う
な
、
中
書
・
枢
密
・
三
司
の

鼎
立
状
態
は
、
五
代
末
期
か
ら
太
祖
期
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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太
宗
朝
の
三
司

(
1
)
=
一
司
使
王
仁
賂

1
l
l
三
司
に
お
け
る
「
藩
邸
旧
僚
」
の
任
用
|
|

太
祖
最
末
期
か
ら
太
宗
前
期
に
か
け
て
、
約
七
年
の
永
き
に
亙
っ

て
三
司
使
の
職
を
務
め
あ
げ
た
王
仁
贈
な
る
人
物
が
い
る
が
、
三
司

に
お
い
て
彼
の
周
辺
に
、
即
位
す
る
以
前
か
ら
既
に
太
宗
に
仕
え
て

い
た
臣
僚
、
即
ち
「
藩
邸
旧
僚
」
が
任
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
目
。
本

項
で
は
、
そ
の
過
程
を
些
か
微
細
に
わ
た
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
太
宗
政
権
に
お
い
て
「
藩
邸
旧
僚
」
が
果
た
し
た
役
割
に

つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
王
仁
婚
の
履
歴
を
簡
単
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
彼

は
唐
州
方
城
の
人
で
、
後
周
世
宗
の
と
き
越
匡
胤
(
の
ち
の
太
祖
)
の

帳
下
に
隷
っ
た
(
『
宋
史
』
巻
二
五
七
「
王
仁
贈
停
」
)
。
そ
の
後
、
宋

朝
が
成
立
す
る
と
順
調
に
昇
進
を
か
さ
ね
、
乾
徳
二
年
(
九
六
四
)
正

月
に
は
枢
密
副
使
の
高
位
に
ま
で
登
り
つ
め
た
(
『
長
編
』
巻
五

|
三
)
。
同
五
年
正
月
に
は
罷
免
さ
れ
一
時
低
迷
を
続
け
る
が
(
同
巻

八
二
)
、
関
宝
九
年
(
九
七
六
)
三
月
に
は
権
判
留
司
三
司
・
兼
知

開
封
府
と
な
り
(
同
巻
一
七
六
)
、
同
年
八
月
に
は
判
三
司
を
も
っ

て
権
宣
徽
北
院
事
を
兼
領
し
た
(
『
宋
曾
要
輯
稿
』
|
以
下
、
『
宋
曾

主
と
略
記
|
職
官
六
|
四
回
)
O

そ
し
て
、
そ
の
後
太
宗
朝
に
入
っ

て
も
そ
の
官
職
を
維
持
し
続
げ
た
が
、
太
平
興
国
七
年
(
九
八
二
)
二

月
に
至
る
と
、
と
う
と
う
失
脚
に
追
い
込
ま
れ
、
間
も
な
く
苦
悶
の

う
ち
に
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
(
『
長
編
』
巻
二
=
一
ー
一

1
二)。
と
こ
ろ
で
、
宣
徽
院
と
は
下
級
武
官
の
人
事
を
主
な
職
掌
と
す
る

行
政
官
庁
だ
が
、
友
永
植
氏
に
よ
れ
ば
、
太
平
興
園
六
年
二
月
に
下

級
武
官
の
人
事
権
が
点
検
三
班
公
事
に
移
管
さ
れ
る
と
、
宣
徽
院
は

そ
の
実
質
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
切
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
前
の

宣
徽
使
に
は
一
定
の
権
限
が
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、
当
時

の
王
仁
婚
は
国
家
財
政
と
下
級
武
宮
人
事
の
実
権
を
集
中
さ
せ
て
い

た
と
み
ら
れ
目
。
し
か
し
、
一
方
の
関
宝
九
年
一

O
月
に
即
位
し
た

太
宗
に
し
て
み
れ
ば
、
太
祖
と
ゆ
か
り
の
深
い
人
物
が
、
こ
の
よ
う

に
突
出
し
た
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
甚
だ
目
障
り
な
こ
と
で

あ
っ
た
に
相
違
あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
、
太
宗
は
即
位
早
々
、
太
平
興

国
元
年
一
二
月
に
三
司
に
副
使
を
設
け
、
そ
れ
に
「
藩
邸
旧
僚
」
で

あ
る
買
淡
を
就
け
た
の
で
あ
っ
た
(
同
巻
一
七
二
二
)
。
淡
は
太
宗

が
関
封
伊
で
あ
っ
た
と
き
の
開
封
府
推
官
で
、
「
太
宗
を
佐
け
幕
府
に

居
る
こ
と
凡
そ
五
年
」
(
「
宋
史
』
巻
二
八
五
「
頁
昌
朝
停
附
玖
停
」
)

で
あ
っ
た
。
か
か
る
経
緯
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
全
幅
の
信

額
を
お
く
こ
と
の
で
き
る
淡
を
、
副
使
に
任
ず
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
仁

贈
を
監
視
な
い
し
率
制
せ
し
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
も
は
や
明
白
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
買
淡
の
後
任
と
し
て
、
太
平
興
国
四
年
四
月
に
そ

の
職
に
就
い
た
荷
受
も
(
『
長
編
』
巻
二

O
l六
)
、
太
宗
開
封
表
時



代
の
知
開
封
県
で
(
『
宋
史
』
巻
二
四
九
「
沼
質
停
附
受
停
」
)
、
や
は

り
「
藩
邸
旧
僚
」
で
あ
っ
た
。
受
は
翌
五
年
八
月
に
、
仁
婚
の
密
奏

に
よ
っ
て
端
を
発
し
た
、
「
上
(
太
宗
)
、
南
府
(
開
封
府
)
に
あ
り

{
時
}

し
時
の
勲
膏
・
戚
里
・
用
事
の
吏
」
十
余
名
を
一
掃
す
る
疑
獄
事
件

の
主
犯
格
の
一
人
と
し
て
摘
発
さ
れ
、
副
使
解
任
を
余
儀
な
く
さ
れ

j

て
し
ま
う
(
『
長
編
』
巻
一
一
一
!
七

1
八
、
二
三
|
ご
。
と
の
時
の

魁
表
向
き
の
罪
状
は
、
秦
・
臨
の
聞
で
購
入
し
た
竹
木
を
、
商
税
を
支

一
払
わ
ず
に
京
師
に
搬
入
し
、
そ
れ
を
出
売
し
て
収
益
を
得
た
と
と
と

一
さ
れ
る
が
、
そ
の
事
件
の
根
底
に
、
淡
と
同
様
に
三
司
使
に
対
す
る

側
監
視
等
の
責
を
太
宗
よ
り
負
わ
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
、
沼
田
文
と
王
仁
贈

ト
と
の
確
執
を
見
出
し
て
も
、
強
ち
誤
り
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

蹴
そ
の
後
、
一
ニ
司
副
使
に
「
藩
邸
旧
僚
」
が
任
用
さ
れ
る
こ
と
は
な

初
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
代
っ
て
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
か
、
先
の

↓
疑
獄
事
件
の
直
後
の
九
月
に
、
「
藩
邸
旧
僚
」
で
あ
る
宋
瑛
が
判
三
司

一
勾
院
に
就
任
す
る
(
悶
巻
二
一
八

1
九
三
さ
ら
に
、
そ
の
約
二
ヶ

同
月
後
の
一
一
月
に
は
、
漢
の
同
僚
と
し
て
陳
恕
が
同
判
三
司
勾
院
に

m
任
ぜ
ら
れ
る
(
『
宋
曾
要
』
職
官
五
|
一
一
一
二
、
『
宋
史
』
巻
二
六
七
「
陳

司
恕
停
」
)
。
彼
は
「
藩
邸
旧
僚
」
で
は
な
い
が
、
太
平
興
国
二
年
の
進

一一一の
士
、
つ
ま
り
太
宗
親
ら
が
初
め
て
選
擢
し
た
進
士
で
あ
る
か
ら
(
同

制
巻
二
六
七
「
陳
恕
侍
」
)
、
太
宗
と
陳
恕
の
聞
に
も
浅
か
ら
ぬ
信
頼
関

7

係
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
太
平
興
国
七
年
二
月

2

に
な
る
と
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
王
仁
贈
は
、
か
か
る
太
宗
と
近

し
い
間
柄
に
あ
る
二
人
と
、
皇
帝
の
面
前
で
の
論
争
1
1
1
宋
瑛
は
途

中
で
仁
給
に
屈
従
す
る
が
ー
ー
ー
に
敗
れ
、
失
脚
す
る
と
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
以
上
、
王
仁
婚
の
簡
略
な
履
歴
、
な
ら
び
に
彼
の
失
脚
ま
で
の
経

緯
を
述
べ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
、
太
祖
以
来
の
重
臣
の
権
力
が
突

出
す
る
の
を
恐
れ
た
太
宗
が
、
信
頼
の
し
う
る
「
落
邸
旧
僚
」
を
そ

の
周
辺
に
配
置
し
て
牽
制
さ
世
、
最
終
的
に
は
太
祖
以
来
の
重
臣
を

失
脚
に
追
い
込
ん
で
ゆ
く
様
子
が
看
取
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て

一
部
に
太
宗
に
よ
る
太
祖
の
獄
逆
が
幅
か
れ
る
よ
う
回
、
そ
の
聞
の

皇
位
継
承
は
決
し
て
円
滑
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
か

ら
、
即
位
直
後
の
太
宗
政
権
は
非
常
に
不
安
定
で
、
当
時
に
お
い
て

自
ら
の
政
権
強
化
は
最
大
の
急
務
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
時
、
太
宗
に
と
っ
て
か
か
る
役
割
を
担
っ
た
「
藩
邸
旧
僚
」
の

存
在
は
甚
だ
貴
重
で
あ
っ
た
乙
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
こ
の
後
も
、
宋
瑛
・
陳
従
信
・
張
平
・
郭
賛
・
張
遜
・
王
延

徳
ら
「
藩
邸
旧
僚
」
が
(
『
宋
史
』
各
本
伝
)
、
同
判
三
司
も
し
く
は

三
部
使
に
任
用
さ
れ
た
。
彼
ら
が
依
然
と
し
て
他
の
出
自
を
も
っ
三

司
官
僚
等
に
対
す
る
監
視
を
担
い
続
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に

想
像
さ
れ
る
が
、
こ
れ
つ
い
て
は
三
司
以
外
の
「
藩
邸
旧
僚
」
の
動

向
も
視
野
に
い
れ
な
が
ら
、
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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(
2
)
=
一
司
の
機
構
改
編

a

=
一
司
の
分
割

太
宗
朝
に
入
る
と
、
三
司
は
機
構
面
に
お
い
て
目
ま
ぐ
る
し
い
変

容
を
と
げ
る
。
そ
の
沿
革
を
年
表
に
ま
と
め
た
の
が
表
2
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
太
平
興
国
八
年
(
九
八
三
)
三
月
に
、
三
司
を
塩
鉄
・

度
支
・
戸
部
の
三
部
に
分
割
し
て
か
ら
、
そ
の
後
、
淳
化
四
年
(
九

九
三
)
か
ら
五
年
に
か
け
て
の
僅
か
な
期
間
を
除
い
て
、
太
宗
朝
を

し
め
る
殆
ど
の
時
期
に
お
い
て
、
三
司
は
分
割
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
で
は
、
か
か
る
三
司
の
分
断
は
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
実

行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
宋
人
に
よ
る
二
三
の
証
言
か
ら

見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

太
宗
朝
も
残
す
こ
と
あ
と
少
し
と
な
っ
た
、
至
道
二
年
(
九
九
六
)

閏
七
月
、
太
宗
は
三
司
の
統
合
を
も
ち
か
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対

し
塩
鉄
使
陳
恕
は
、
「
三
部
の
震
に
各
お
の
主
司
を
設
く
る
が
若
き

は
、
才
を
捧
ぶ
に
難
き
に
非
ず
、
事
を
緋
ず
る
に
も
亦
た
易
し
。
事

鱗
ず
る
に
過
ち
鮮
な
く
、
上
心
を
携
さ
ず
。
此
れ
も
亦
た
一
時
の
良

策
な
り
」
(
『
長
編
』
巻
四
O
|七
)
と
回
答
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
精

確
な
職
務
の
遂
行
を
可
能
に
す
る
と
い
う
利
点
か
ら
、
現
状
を
肯
定

す
る
の
だ
が
、
こ
の
上
文
に
「
封
域
寝
ま
す
庚
く
、
財
穀
繁
多
な
れ

ば
、
一
ニ
司
の
中
、
簿
牒
填
委
す
」
と
あ
る
と
と
か
ら
す
れ
ば
、
版
図

拡
大
に
伴
う
三
司
行
政
の
膨
張
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
原
因
す
る
混
乱

の
収
拾
に
も
、
三
司
の
分
断
が
有
効
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
た
よ
う

塩鉄・度支・戸部を井せて、一使と為し、塩鉄・度支・戸部副

使を復置す(以後、変更なし)。

備考1:出典欄の長は『長編』、宋は『宋史』、玉は『玉海』を指す。
備考2・網開け部分は、三司が三部に分割されていた時朔を示す。



で
も
あ
る
。
そ
し
て
南
宋
後
期
の
人
、
呂
中
は
三
司
の
分
ム
ロ
に
つ
い

て
、
陳
恕
の
よ
う
な
財
政
通
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
兎
も
角
も
、
そ
う

で
は
な
い
場
合
は
、
=
一
司
は
分
割
し
て
互
い
に
「
稽
考
」
、
つ
ま
り
監

査
さ
せ
る
の
が
よ
い
(
『
宋
大
事
記
講
義
』
巻
四
「
三
司
使
」
)
、
と
評

し
て
い
る
。
ま
た
最
近
、
こ
れ
ら
宋
人
の
理
解
に
加
え
、
宮
崎
聖
明

辺
氏
も
「
権
限
を
分
散
し
不
正
を
防
止
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
働
い
た
」

脚
と
の
考
え
を
示
し
て
い
話
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
ま
乙
と
に
正
鵠
を

一
射
た
も
の
と
は
思
わ
れ
る
が
、
以
下
で
は
も
う
少
し
詳
細
に
、
こ
れ

ト
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

側
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
太
平
興
国
八
年
三
月
に
三
司
は
分
割
さ

か
れ
た
が
、
乙
れ
は
何
の
前
触
れ
も
な
く
、
こ
の
時
突
如
と
し
て
行
わ

離
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
表
2
を
見
れ
ば
判
る
よ
う
に
、
そ
の
前
年
の

初
二
月
に
同
判
三
司
が
二
名
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
と
り

↓
も
な
お
さ
ず
三
司
に
長
官
を
二
人
置
い
た
乙
と
を
意
味
す
る
か
ら
、

一
こ
の
時
既
に
三
司
分
割
が
匪
胎
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
ド
か
ろ
う
。
加
え
て
、
二
名
の
同
判
三
司
設
置
に
伴
い
、
三
司
副
使
が

防
省
か
れ
て
い
る
乙
と
に
注
目
す
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
三
司
副
使
が
一

司
方
の
同
判
三
司
に
準
ず
る
存
在
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
か
ら
、
三

一一一ゆ
司
分
割
は
さ
ら
に
太
平
興
国
元
年
一
二
月
の
三
司
副
使
設
置
に
ま
で

案
遡
り
う
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

9

で
は
、
太
平
興
国
元
年
に
設
置
さ
れ
七
年
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
三

2

司
副
使
に
就
任
し
た
買
淡
・
諮
受
・
李
符
・
王
明
と
は
如
何
な
る
人

物
で
あ
っ
た
の
か
。
も
し
そ
こ
に
何
ら
か
の
共
通
項
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
三
司
分
割
の
意
図
を
探
る
端
緒
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
こ
の
な
か
で
賀
淡
と
荷
受
は
、

「
藩
邸
旧
僚
」
で
三
司
使
王
仁
婚
に
対
す
る
牽
制
等
を
担
っ
て
い
た
こ

と
は
既
に
述
べ
た
。
李
符
は
「
藩
邸
旧
僚
」
で
は
な
い
が
、
「
[
粥
]
徳

超
、
始
め
李
符
及
び
宋
瑛
の
薦
に
因
り
て
上
(
即
位
前
の
太
宗
)
に

事
う
る
を
得
」
(
「
長
編
』
巻
二
四
|
六
)
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
に

近
い
存
在
で
は
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
王
明
も
「
藩
邸
旧
僚
」

で
は
な
い
が
、
王
仁
贈
が
失
脚
し
た
際
、
判
三
司
勾
院
の
宋
漢
は
途

中
で
仁
贈
に
屈
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
三
名
の
三
部
判
官
も

恐
ら
く
は
そ
れ
に
似
た
罪
状
に
よ
っ
て
左
降
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず

(
同
巻
二
三
一

1
一
己
、
却
っ
て
三
司
副
使
か
ら
同
判
三
司
に
昇
格

し
て
い
る
乙
と
や
(
『
宋
史
』
巻
二
七

O
「
王
明
停
」
)
、
ま
た
か
つ
て

知
洪
州
で
あ
っ
た
と
き
、
仁
贈
失
脚
の
最
大
の
功
労
者
で
あ
る
陳
恕

を
見
出
し
、
路
銀
を
与
え
て
会
試
受
験
を
援
助
し
た
こ
と
な
ど
か
ら

す
る
と
(
同
巻
二
六
七
「
陳
恕
停
」
)
、
や
は
り
彼
も
王
仁
婚
に
対
し

て
協
調
的
で
あ
っ
た
と
は
見
倣
し
が
た
い
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
み
な

当
時
の
三
司
使
に
対
立
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
前
項
に
述
べ
た
三
司
使
王
仁
踏
の
排
斥
と
い
う
当
時
の
事
情
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
「
一
ニ

司
の
官
吏
、
朕
前
に
奏
事
す
る
に
、
紛
伝
と
異
同
あ
り
て
、
互
い
に

説
く
所
有
り
。
此
れ
固
よ
り
私
事
の
魚
な
ら
ず
、
但
だ
迭
い
に
偏
見



よ
ろ

。
を
執
り
、
肯
え
て
長
し
き
に
従
い
て
商
度
せ
ざ
る
の
み
な
れ
ば
、
朕

3

毎
に
理
を
以
て
伊
諭
す
」
(
『
長
編
』
巻
二
四
|
一
一
一
)
と
の
三
司
分
割

の
館
所
に
載
せ
ら
れ
る
、
極
め
て
示
唆
深
い
太
宗
の
言
葉
を
勘
案
す

れ
ば
、
か
か
る
三
司
官
僚
ど
う
し
の
牽
制
な
い
し
は
対
立
を
、
制
度

的
改
変
を
通
し
て
よ
り
徹
底
し
た
形
で
達
成
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

太
宗
が
三
司
官
僚
遠
の
食
い
違
う
個
々
の
意
見
を
直
接
吸
収
し
よ
う

と
し
た
の
が
、
=
一
司
分
割
の
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
と
見
倣
す
こ
と

も
充
分
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
三
司
の
分
割
に
よ
っ

て
程
度
を
よ
り
甚
だ
し
く
し
て
賀
さ
れ
た
、
三
司
官
僚
ど
う
し
の
対

立
や
意
見
の
不
一
致
は
、
次
に
掲
げ
る
諸
史
料
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う

な
現
象
を
も
引
起
し
た
よ
う
で
あ
る
。

〔

A
】
詔
三
司
、
銭
穀
公
事
、
自
今
並
須
計
定
合
行
輿
否
、
倶

状
間
奏
、
不
得
復
持
雨
端
取
旨
。
如
依
奏
施
行
後
、
無
盆
於
民
、

不
利
於
園
、
皆
嘗
劾
罪
。
有
大
事
非
本
司
能
決
者
、
乃
許
本
使

面
奏
。
(
『
長
編
』
巻
二
七
、
落
照
三
年
〈
九
八
六
〉
二
月
詔
)

【B
】
詔
目
、
天
下
貨
財
、
委
於
邦
計
、
事
之
可
否
、
寅
成
有

司
。
向
者
、
或
以
公
事
奏
取
進
止
、
甚
無
謂
也
。
自
今
、
合
行

輿
否
、
具
以
状
問
、
営
降
敷
施
行
。
如
有
大
事
非
本
司
能
了
者
、

許
本
使
面
奏
。
(
『
太
宗
皇
帝
貫
録
』
巻
三
五
、
務
照
三
年
二
月

了
未
詔
)

【C
】
敷
、
朝
廷
設
官
分
職
、
各
有
所
司
委
任
責
成
、
皆
宜
集

事
。
至
於
帳
籍
錯
誤
、
行
遣
稽
握
、
穎
有
刑
名
、
並
可
断
決
、
自

非
公
然
作
弊
、
宣
合
純
便
上
一
号
一
一
問
。
近
日
臣
僚
殊
稲
職
分
、
至
於

積
細
、
無
不
奏
陳
。
匪
惟
煩
顛
朕
聴
、
兼
亦
素
乱
官
守
、
曾
非

奉
職
、
但
欲
滋
功
。
宣
行
傑
制
之
文
、
用
絶
傍
差
之
路
。
(
王
国

偶
『
小
畜
外
集
』
巻
一
一
一
「
僚
制
三
司
不
得
終
可
断
公
事
間
奏

穀
」
)

こ
の
な
か
で
、
【
A
】
と
【
B
〕
は
明
ら
か
に
対
応
す
る
史
料
で
あ

る
。
【
C
】
は
【
A
】
と
【
B
】
が
「
詔
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
「
勅
」

で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
系
統
を
異
に
す
る
史
料
か
も
知
れ
な
い
が
、

内
容
自
体
は
【
A
】【
B
】
に
近
似
す
る
。
右
の
三
記
事
を
綜
合
す
れ

ば
、
三
司
の
内
部
で
充
分
に
意
見
調
整
が
と
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、

そ
の
た
め
帳
籍
の
誤
り
や
、
処
置
の
遅
延
な
ど
明
ら
か
に
刑
名
が
あ

り
、
三
司
内
で
決
裁
の
で
き
る
よ
う
な
潰
末
な
案
件
ま
で
も
上
奏
す

る
事
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
し
か
も
そ
の
上
奏
の
多
く
が
皇

帝
の
面
前
で
の
そ
れ
で
あ
っ
た
乙
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
些
細
な
事
案
の
処
断
を
も
皇
帝
に
仰
が
ね
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
先
に
掲
げ
た
太
宗
の
発
言
か
ら
も
察
せ

ら
れ
る
よ
う
に
、
三
司
が
分
割
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
司
内
部

で
の
合
意
形
成
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま

り
三
司
分
割
の
結
果
、
現
末
な
案
件
を
も
皇
帝
が
直
に
裁
断
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
見
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
逆
に
抑
も
太
宗
が
細
か

い
事
案
に
対
し
て
、
自
ら
断
を
下
し
う
る
よ
う
に
す
る
と
と
こ
そ
が
、

三
司
分
割
の
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ



ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
太
宗
が
些
細
な
財
政
業
務
に
積
極
的
に
関

与
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
自
身
が
屡
々
発
言
し
て
い
る
こ

と
な
の
で
も
あ
る
。
乙
れ
に
つ
い
て
は
序
に
示
し
た
劉
静
貞
氏
が
逐

-m} 

一
史
料
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
つ
を
掲

げ
る
に
と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
。
即
ち
、
至
道
元
年
五
月
、
太
宗
は

j

三
司
孔
目
官
の
李
鴻
等
二
七
名
を
召
し
て
、
三
司
の
抱
え
る
財
政
問

即
題
に
つ
い
て
下
問
し
て
(
『
長
編
』
巻
三
七

l
七
)
|
|
こ
の
よ
う
に
、

一
膏
吏
か
ら
直
接
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
自
体
、
彼
の
財
政
に
取
組
む

-
-
一
意
欲
を
物
語
る
が
ー
ー
ー
そ
の
直
後
に
彼
は
、
「
朕
宣
に
崇
高
な
る
を

側
以
て
自
窓
す
る
を
知
ら
ざ
ら
ん
や
、
但
だ
救
世
養
民
の
矯
な
り
、
所

か
以
に
銭
穀
抑
制
務
も
、
亦
た
自
ら
輿
に
用
心
し
て
匡
分
す
る
な
り
」
(
同

鵬
巻
三
七
|
八
)
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
太
宗
が

初
財
政
の
細
か
い
業
務
の
関
与
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ

J

，
を
可
能
に
す
べ
く
、
=
一
司
の
分
割
が
実
施
さ
れ
た
と
み
て
も
誤
り
で

一
は
あ
る
ま
い
。

川

b

三
司
の
統
合
と
左
右
計
使
・
総
計
使
の
設
置

的

再

び

表

2
を
見
る
と
、
淳
化
四
年
(
九
九
一
一
一
)
五
月
に
塩
鉄
・
度

司
支
・
戸
部
の
三
部
は
統
合
さ
れ
、
同
年
一

O
月
に
、
新
た
に
左
右
計

一一一ゆ
使
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
閏
一

O
月
に
は
、
総
計
使
が
置
か
れ
て

尉
い
る
。
一
体
、
こ
れ
ら
一
連
の
機
構
改
編
の
意
味
す
る
も
の
は
何
で

あ
ろ
う
か
。

3

左
右
計
使
設
置
の
発
案
者
で
あ
る
貌
羽
の
伝
に
よ
る
と
、
帳
簿
、
な

い
し
は
文
書
類
の
増
加
に
よ
る
膏
吏
の
不
正
を
防
ぐ
べ
く
し
て
=
一
司

が
統
合
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
「
未
だ
適
中
を
局
さ
ず
」
と
し
て
、
左

右
計
使
の
新
設
が
な
さ
れ
た
、
と
い
う
(
『
宋
史
』
巻
二
六
七
「
陳
恕

停
附
軸
刑
務
停
」
)
。
確
か
に
、
三
司
の
決
裁
に
か
か
る
文
書
の
減
省
を

唱
え
る
孫
何
な
ど
は
、
文
書
が
増
加
す
る
理
由
を
三
司
分
割
に
求
め

て
い
る
か
ら
(
『
長
編
』
巻
四
七
ー
一

O
)、
三
司
統
合
が
、
帳
簿
等

の
増
加
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
る
育
吏
の
不
正
を
防
ぐ
効
果
を
期
待

し
て
実
行
さ
れ
た
の
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
淳

化
四
年
五
月
の
三
司
統
合
の
詔
に
、
「
偽
り
て
吏
員
を
併
省
し
、
幽
を

剥
け
明
を
捗
し
、
固
に
弊
典
を
有
た
し
め
ん
」
(
『
宋
大
詔
令
集
』
巻

一
六

O
「
置
三
司
壁
詔
」
)
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
三
司
に
属
す
る
官

僚
の
員
数
削
減
も
、
そ
の
目
的
に
加
え
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
到
。

だ
が
し
か
し
、
一
ニ
司
統
合
の
意
図
し
た
と
こ
ろ
は
、
果
た
し
て
上

に
挙
げ
た
点
に
つ
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
が
か
か
る
疑
念
を
抱

く
の
は
、
前
項
で
触
れ
た
よ
う
に
、
三
司
の
分
割
に
よ
っ
て
、
「
甚
だ

無
謂
」
な
事
案
を
も
、
皇
帝
自
ら
が
裁
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と

す
れ
ば
、
三
司
の
統
合
に
は
、
逆
に
三
司
内
部
で
の
合
意
形
成
を
容

易
に
し
、
皇
帝
に
よ
っ
て
処
断
さ
れ
る
事
案
の
範
囲
を
狭
め
る
、
換

言
す
れ
ば
、
皇
帝
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
効
果
が
当
然
の
ご
と
く
予

想
さ
れ
る
か
ら
で
も
あ
認
。
例
え
ば
、
さ
き
の
三
司
官
員
の
削
減
に

も
関
わ
る
が
、
三
司
統
合
の
際
、
三
部
使
の
み
な
ら
ず
三
部
副
使
ま

で
も
が
省
か
れ
て
お
問
、
い
わ
ば
三
司
使
一
人
で
判
官
や
推
官
を
直



2

接
統
轄
す
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
三
司
内
部
で
の
意
思
決

3

定
を
よ
り
容
易
に
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
た
も
の
と
も
見
倣
し
う
る

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
左
右
計
使
お
よ
び
総
計
使
の
設
置
に
つ
い
て

み
て
も
、
塩
鉄
・
度
支
・
戸
部
の
三
部
使
の
問
に
は
統
属
関
係
が
な

い
の
に
対
し
、
都
計
使
左
右
計
使
体
制
に
お
い
て
は
、
総
計
使
が

「
左
右
計
の
事
を
判
」
(
『
玉
海
』
巻
一
八
六
コ
一
得
化
総
計
使
」
)
じ
た

か
か
む

よ
う
に
そ
れ
が
存
在
す
る
う
え
、
「
凡
そ
計
度
に
干
渉
る
者
、
三
使
(
総

計
使
と
左
・
右
計
使
)
之
れ
を
通
議
す
」
(
『
宋
史
』
巻
一
六
二
「
職

官
志
」
)
と
あ
る
よ
う
に
、
部
局
聞
の
合
意
形
成
に
使
を
は
か
る
意
図

が
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
=
一
司
の
統
合
、
左

右
計
使
・
総
計
使
の
設
置
に
は
、
程
度
の
差
は
あ
り
と
そ
す
れ
、
や

は
り
三
司
内
部
で
の
意
見
集
約
を
容
易
に
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
見

倣
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
こ
ろ
で
、
左
右
計
使
の
設
置
に
伴
い
、
全
国
は
十
道
に
分
割
さ

れ
、
道
ご
と
に
諸
道
判
官
が
布
置
さ
れ
て
い
る
が
(
『
玉
海
』
巻
一
八

六
「
淳
化
総
計
使
」
)
、
と
の
こ
と
か
ら
、
統
合
さ
れ
た
状
態
の
三
司

と
は
や
や
趣
き
を
異
に
し
た
左
右
計
使
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
諸
道
判
官
の
職
掌
は
必
ず
し
も
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
河
東

道
判
官
に
就
い
た
張
観
の
伝
に
、
「
舎
た
ま
三
司
奮
貫
を
改
め
、
州
豚

の
籍
を
均
し
く
し
以
て
其
の
職
を
分
か
ち
、
召
さ
れ
て
三
司
河
東
道

判
官
と
矯
る
」
(
『
宋
史
』
巻
二
七
六
「
張
観
停
」
)
と
あ
る
の
に
よ
れ

ば
、
該
地
の
財
政
を
統
括
す
る
の
が
、
そ
の
職
務
で
あ
っ
た
と
見
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
観
が
知
揚
州
か
ら
「
召
さ
れ
て
」
河
東

道
判
官
と
な
り
、
そ
の
後
、
道
州
に
「
出
知
」
し
て
い
る
こ
と
に
注

意
す
れ
ば
、
諸
道
判
官
が
宋
代
、
財
政
を
掌
っ
た
監
司
で
あ
る
転
運

使
等
と
は
異
な
っ
て
、
中
央
に
常
駐
す
る
官
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
地
方
財
政
を
統
括
す
る
諸
道
判
官
が
中
央
官
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
左
右
計
使
は
地
方
財
政
を
中
央
で
控
制

す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
集
権
的
な
財
政
運
営
の
達
成
を
期
待
し
て
設

置
さ
れ
た
と
見
倣
し
う
る
で
あ
ろ
到
。
し
か
も
、
こ
の
諸
道
判
官
は

頻
繁
に
皇
帝
の
面
前
で
上
奏
し
え
た
の
だ
か
ら
(
『
長
編
』
巻
三
六

六
)
、
同
時
に
太
宗
は
地
方
財
政
に
対
す
る
、
よ
り
直
接
的
な
関
与

の
実
現
を
意
図
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

皇
帝
と
三
司
と
の
関
係
の
変
化

ー
ー
上
殿
奏
事
の
分
析
を
手
掛
り
に
|
|

前
節
で
は
、
太
宗
が
財
政
に
関
わ
る
些
細
な
業
務
に
も
干
渉
し
よ

う
と
し
て
、
三
司
を
度
支
・
塩
鉄
・
戸
部
の
三
部
に
分
割
し
た
、
つ

ま
り
、
太
宗
朝
に
お
い
て
皇
帝
と
三
司
と
の
関
係
は
、
緊
密
な
も
の

で
あ
っ
た
、
と
論
じ
た
。
然
る
に
一
方
、
真
宗
一
朝
で
は
表
2
に
も
見

え
る
よ
う
に
、
成
平
六
年
(
一

O
O三
)
六
月
に
、
三
部
を
統
合
し

て
か
ら
、
二
一
司
は
大
き
く
そ
の
組
織
を
改
編
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た

か
ら
、
皇
帝
と
三
司
と
の
関
係
は
相
対
的
に
で
は
あ
る
が
、
稀
薄
な



も
の
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
林
特
等
に
よ
っ
て
立
法
さ
れ
た
茶
法

に
対
す
る
反
対
が
強
ま
る
お
か
で
出
さ
れ
問
、
大
中
祥
符
八
年
(
一

O
一
五
)
八
月
詔
に
お
け
る
、
「
況
や
金
穀
の
細
務
、
軍
園
の
事
機
に

非
ざ
れ
ば
、
自
ず
か
ら
合
に
職
司
に
闘
す
べ
く
し
て
、
出
豆
に
朕
の
宜

し
く
親
決
す
べ
き
所
な
ら
ん
や
」
(
『
長
編
』
巻
八
五
七
)
と
の
真

ヨ
宗
の
発
雪
一
回
は
、
前
に
掲
げ
た
、
「
銭
穀
細
務
も
、
亦
た
自
ら
輿
に
用
心

則
し
て
底
分
す
」
と
の
太
宗
一
の
そ
れ
と
、
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

一
と
こ
ろ
で
、
前
節
に
掲
げ
た
疑
照
三
年
二
月
の
詔
な
ら
び
に
勅
は
、

一
三
司
の
官
員
が
皇
帝
の
面
前
で
上
奏
(
上
殿
奏
事
)
す
る
即
時
重
大

伽
事
項
以
外
は
一
定
の
結
論
を
え
て
か
ら
に
す
る
よ
う
、
戒
め
た
も
の

か
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
太
宗
期
に
お
け
る
皇
帝
と
三
司
と
の

鵬
密
接
な
関
係
は
、
頻
繁
な
上
奏
、
と
り
わ
け
そ
の
多
く
を
占
め
た
で

初
あ
ろ
う
上
殿
奏
事
を
反
映
し
た
も
の
と
見
倣
せ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

ペ
で
本
節
で
は
、
太
宗
朝
か
ら
真
宗
朝
に
か
け
て
、

ζ

の
上
殿
奏
事
に

一
何
ら
か
の
制
度
的
改
変
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
仮
に
あ
っ
た
と
し

W

て
、
そ
れ
が
皇
帝
と
三
司
と
の
関
係
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぽ
し
う

口
る
の
か
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

司
ま
ず
、
上
殿
の
優
先
順
位
な
ら
び
に
頻
度
か
ら
。
端
扶
二
年
(
九

一ニゆ
八
九
)
正
月
、
玉
馬
仰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
上
奏
に
は
、
「
臣
毎
に
千

制
官
就
列
し
、
寓
乗
臨
軒
す
る
を
見
る
に
、
中
童
国
平
章
の
文
有
り
、
密

3

院
機
務
の
奏
有
り
、
=
一
司
出
納
の
計
有
り
て
、
歴
階
し
て
進
み
、
灘

3

成
り
て
退
く
こ
と
、
ー
定
制
と
矯
す
な
り
」
(
『
園
朝
諸
巨
奏
議
』
巻
一

ニ
九
「
上
太
宗
答
詔
論
泡
事
」
)
と
あ
り
、
太
宗
中
期
、
三
司
は
か
な

り
の
頻
度
で
、
か
っ
中
書
・
枢
密
に
次
い
で
優
先
的
に
上
殿
で
き
た
。

こ
の
こ
と
は
、
「
上
(
真
宗
)
即
位
し
て
自
り
、
毎
且
前
殿
に
御
す
。

中
書
・
植
密
院
・
三
司
・
開
封
府
・
審
刑
院
及
び
請
封
官
、
以
次
奏

事
す
」
(
『
長
編
』
巻
四
三
ー
一
一

i
一
一
一
)
と
あ
る
よ
う
に
真
宗
期

に
入
っ
て
も
行
わ
れ
、
し
か
も
上
殿
頻
度
に
つ
い
て
い
え
ば
毎
日
と

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
然
る
に
、
真
宗
末
期
か
ら
仁
宗
最
初
期
に
か

け
て
の
三
司
使
李
土
衡
の
神
道
碑
に
は
、
「
吏
部
侍
郎
に
遷
り
、
足
疾

を
以
て
[
三
司
使
を
]
罷
む
を
求
む
る
に
、
優
詔
し
て
允
さ
れ
ざ
る

も
、
而
る
に
五
日
に
一
た
び
便
殿
に
至
り
て
奏
事
す
る
を
許
き
る
」

(
『
活
文
正
公
集
』
巻
一
一
「
宋
故
同
州
観
察
使
李
公
神
道
碑
銘
」
)
と

あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
足
疾
に
よ
る
特
例
と
は
い
え
、
さ
き
の
毎

日
の
上
殿
に
比
べ
る
と
、
そ
の
頻
度
は
大
幅
に
減
退
し
た
か
の
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
と
の
記
事
は
、
土
衡
の
階
官
が
遅
く
と
も
天
稽
五

年
(
一

O
二
ご
四
月
に
吏
部
侍
郎
に
遷
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
(
『
長

編
』
巻
九
七
l
五
て
そ
の
前
後
を
述
べ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
同
四
年

〔
幻
}

一
一
月
に
始
ま
る
皇
太
子
監
国
も
考
慮
に
い
れ
る
べ
き
だ
が
、
抑
も

当
時
視
朝
が
毎
日
あ
っ
た
わ
げ
で
は
な
い
。
真
宗
の
病
状
の
悪
化
を

理
由
に
、
天
稽
四
年
一

O
月
に
は
、
長
春
殿
も
し
く
は
承
明
殿
(
便

殿
)
で
の
視
朝
は
、
奇
数
日
の
み
と
さ
れ
(
向
巻
九
六
二
ニ

1
一

四
)
、
そ
の
奇
数
日
の
視
朝
す
ら
休
む
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
(
同

巻
九
六
二

O
)。
つ
ま
り
如
何
な
る
官
僚
で
あ
れ
、
基
本
的
に
は
最



(
羽
)

4

大
二
日
に
一
度
し
か
上
殿
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
健

3

康
体
の
三
司
使
な
ら
ば
、
視
朝
の
あ
る
日
は
ほ
ぼ
す
べ
て
上
殿
し
え

た
と
考
え
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
視
朝
が
毎
日
あ
る

条
件
下
で
は
、
太
宗
朝
・
真
宗
朝
を
問
わ
ず
、
=
一
司
は
ほ
ぼ
毎
日
、
し

か
も
中
書
・
枢
密
に
次
い
で
優
先
的
に
上
殿
で
き
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
三
司
に
属
す
る
使
・
副
・
判
官
の
う
ち
、
一
体
ど
れ
が
上

殿
し
え
た
の
か
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
『
宋
曾
要
』
儀
制
六
「
群
臣

奏
事
」
大
中
祥
符
九
年
九
月
一
一
一
一
日
詔
に
は
、

詔
、
三
司
使
・
副
使
、
自
今
向
上
殿
奏
事
。
判
官
有
大
事
、
亦

令
上
殿
。
:
:
:
奮
制
、
副
使
・
判
官
皆
針
。
其
後
止
使
・
副
使

同
之
。
至
是
、
奉
鷲
制
也
。

と
、
三
司
官
僚
の
上
殿
奏
事
に
つ
い
て
規
定
す
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
そ
れ
ま
で
判
官
も
上
殿
で
き
た
の
が
、
「
あ
る
時
期
」
を
境
に
し

て
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
あ
る
時
期
」
と
は
、
「
旧
制
」
以

下
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
副
使
が
常
置
さ
れ
る
成
平
六
年
六
月
以
降

の
こ
と
と
考
え
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ

で
も
筆
者
は
そ
れ
は
威
平
六
年
六
月
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
こ

の
こ
と
は
、
成
平
六
年
六
月
以
前
に
は
、
判
官
が
上
殿
し
た
事
例
を

見
出
す
の
に
対
し
(
『
長
編
』
巻
四
七
|
一
一
一
己
、
以
後
は
そ
れ
が
な

い
こ
と
に
も
よ
る
が
、
以
下
の
考
証
に
も
依
拠
す
る
。

三
司
の
統
合
と
と
も
に
副
使
の
復
置
を
伝
え
る
成
平
六
年
六
月
の

記
事
中
に
は
、
「
三
司
副
使
、
是
れ
自
り
始
め
て
内
朝
に
預
る
」
(
同

巻
五
五
四
)
と
の
一
節
が
あ
る
。
「
内
朝
に
預
る
」
と
は
、
他
に
「
旨

有
り
て
内
朝
起
居
に
預
か
ら
し
め
ら
る
」
(
『
宋
曾
要
』
儀
制
二
一
)

と
の
表
現
が
見
え
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
起
居
、
つ
ま
り
皇
帝
と
の

挨
拶
の
儀
式
に
参
加
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
起
居
に
は
「
宰

臣
・
枢
密
使
以
下
要
近
の
職
事
の
者
、
弁
び
に
武
班
」
が
毎
日
参
加

す
る
常
起
居
と
、
「
文
武
朝
臣
の
麓
務
す
る
も
の
・
麓
務
せ
し
め
ら
る

も
の
」
が
五
日
に
一
度
参
加
す
る
百
官
大
起
居
の
二
つ
が
あ
っ
た

(
『
春
明
退
朝
録
』
巻
中
)
。
後
者
に
は
職
務
を
有
す
る
朝
臣
で
あ
り
さ

え
す
れ
ば
参
加
で
き
る
の
だ
か
ら
、
さ
き
の
三
司
統
合
の
史
料
中
に
、

副
使
が
そ
れ
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
更
め
て
記
す
と
は
思

わ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
い
う
「
内
朝
に
預
る
」
と
は
常
起
居

{
伺
)

へ
の
参
加
を
指
す
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
こ
の
よ
う

に
=
一
司
副
使
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
戚
平
六
年
六
月
以
前
に

は
、
三
司
の
ど
の
官
僚
が
常
起
居
に
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
三
司
判
官
、
太
平
興
園
の
前
、
内
殿
に
赴
く
も
、
其
の
後
之
れ
を
罷

め
、
止
だ
百
官
に
随
い
て
五
日
ご
と
に
起
居
す
る
の
み
」
(
『
宋
曾
要
』

儀
制
二
こ
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
太
平
興
国
以
前
は
判
官

が
参
加
し
て
い
た
が
、
以
降
は
百
官
大
起
居
に
参
加
す
る
だ
け
に

な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
淳
化
三
年
(
九
九
二
)
五
月
の
詔
に
は

「
日
毎
に
内
朝
に
謁
見
す
る
に
、
事
を
杏
る
に
非
ざ
れ
ば
、
瓢
り
に
[
三

司
判
官
は
]
本
使
の
底
中
に
至
る
を
得
ざ
れ
。
朝
罷
め
ば
各
お
の
本

司
に
赴
き
て
視
事
し
、
即
ち
諸
慮
に
於
い
て
机
り
に
私
謁
を
行
う
を



得
ざ
れ
」
(
「
宋
大
詔
令
集
』
巻
一
六

O
「
三
司
判
官
見
本
使
儀
範
翻
」
)

と
あ
り
、
「
日
毎
に
内
朝
に
謁
見
す
」
と
は
常
起
居
を
指
す
か
ら
、
遅

く
と
も
と
の
時
点
に
お
い
て
、
判
官
は
そ
れ
に
再
び
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
後
も
、
判
官
が
果
た
し
て
常
起

居
に
参
加
し
続
け
た
の
か
、
そ
の
証
拠
を
見
出
す
と
と
は
で
き
な

3
い
純
、
も
し
副
使
が
復
震
さ
れ
た
成
平
六
年
六
月
の
直
前
に
お
い
て

慰
も
参
加
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
契
機
に
、
副
使
が
判
官
に
代
っ

-
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

)
勿
論
、
復
置
さ
れ
て
も
、
判
官
は
副
使
と
と
も
に
参
加
し
続
げ
た
と

慨
も
考
え
ら
れ
る
が
、
太
平
興
国
以
後
の
不
参
加
の
理
由
が
、
元
年
一

か
二
月
の
副
使
の
設
置
に
求
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
も
同
様
で

蹴
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
き
て
、
常
起
居
は
上
殿
奏
事
の
直
前

初
に
行
わ
れ
る
儀
式
な
の
だ
が
(
「
宋
曾
要
』
儀
制
二

l
二
、
糾
察
刑

↓
獄
官
で
当
日
、
上
殿
奏
事
す
べ
き
者
は
、
常
起
居
へ
の
参
加
を
義
務

一
付
け
ら
れ
て
い
る
例
が
あ
る
よ
う
に
(
『
長
編
』
巻
七
ニ
ー
一
五

i
一

W

六
)
、
常
起
居
へ
の
参
加
は
上
殿
奏
事
を
す
る
た
め
の
必
須
要
件
で

山
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
威
平
六
年
六
月
に
お
け
る
判
官
の
常
起
居
へ

司
の
不
参
加
は
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
上
殿
奏
事
を
行
う
資
格
の

一一一加
喪
失
と
読
み
替
え
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

来
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
成
平
六
年
六
月
を
境
に
上
殿
奏
事
が
で

5

き
な
く
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
判
官
は
、
抑
も
ど
の
よ
う
な
職
務
を

3

負
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
三
司
の
統
合
、
わ
け
て

も
副
使
が
復
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
&
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
淳
化
五
年
一
二
月
に
三
司
が
再
び
分
割
さ
れ
た
際
の
記
事

に
は
、
「
各
お
の
使
一
員
を
置
き
、
部
毎
に
判
官
・
推
官
共
に
四
員
を

置
き
、
人
ご
と
に
雨
案
の
公
事
を
掌
り
」
(
『
宋
大
詔
令
集
』
巻
二
ハ

O
「
復
三
部
使
詔
」
)
と
あ
り
、
三
司
が
分
割
さ
れ
、
な
お
か
つ
副
使

不
在
の
下
、
判
官
は
両
案
、
つ
ま
り
例
え
ば
塩
鉄
部
で
い
う
兵
案
や

宵
案
等
の
職
務
を
掌
っ
て
い
た
と
と
が
確
認
さ
れ
る
。
一
方
、
三
司

統
合
後
の
判
官
は
と
い
う
と
、
「
盤
織
の
八
案
、
判
官
三
員
分
領
す
」

(
『
宋
舎
要
』
食
貨
五
六
|
九
)
と
あ
り
、
こ
れ
は
下
文
で
常
平
案
の

存
在
を
伝
え
て
い
る
か
ら
、
早
く
と
も
景
徳
三
年
(
一

O
O六
)
以

降
の
状
況
を
述
べ
る
と
見
ら
れ
る
が
(
『
長
編
』
巻
六
二
一
己
、
や

は
り
各
部
の
諸
案
を
管
理
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
判
官
は
三
司
の
統

合
や
副
使
の
存
在
如
何
に
拘
わ
ら
ず
、
「
諸
案
の
公
事
」
と
い
っ
た
、

い
わ
ば
日
常
的
な
業
務
を
掌
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
日
常
業

務
に
携
わ
る
判
官
が
、
成
平
六
年
六
月
よ
り
前
、
と
り
わ
げ
太
宗
朝

に
お
い
て
上
殿
し
え
た
の
が
、
そ
れ
以
後
で
き
な
く
な
っ
た
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
太
宗
が
細
か
い
財
政
業
務
の
関
与
に
積
極
的
で
あ
っ
た

の
が
、
真
宗
に
お
い
て
は
幾
分
消
極
性
が
増
し
た
こ
と
を
、
当
然
意

(
幻
}

味
す
る
で
あ
ろ
う
。
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結
び
に
か
え
て

こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
ま

ず
、
五
代
末
期
か
ら
太
祖
朝
に
か
け
て
、
皇
帝
権
が
伸
長
す
る
過
程

の
な
か
で
、
宰
相
に
よ
る
三
司
使
の
兼
職
が
解
消
さ
れ
、
そ
れ
と
と

も
に
、
中
書
・
枢
密
・
=
一
司
に
よ
る
鼎
立
状
態
が
形
成
さ
れ
だ
。
つ

ぎ
に
太
宗
は
三
司
使
王
仁
賠
と
い
っ
た
太
祖
以
来
の
重
臣
の
周
囲
に

「
藩
邸
旧
僚
」
を
配
置
し
監
視
等
を
行
わ
せ
、
果
て
は
失
脚
に
追
い
込

み
、
自
身
の
政
権
の
安
定
を
図
っ
た
。
ま
た
太
宗
朝
で
は
、
三
司
が

複
鉄
・
度
支
・
戸
部
の
三
部
に
分
割
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
皇
帝
が
自

ら
財
政
に
関
わ
る
頑
末
な
事
案
に
対
し
て
、
裁
断
を
加
え
る
べ
く
し

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ζ

の
よ
う
に
太
宗
が
財
政
の
関
与

に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
三
司
統
合
の
事
実
、
あ
る
い
は
上

殿
奏
事
の
制
度
的
改
変
か
ら
し
て
、
真
宗
は
消
極
的
で
あ
っ
た
と
み

ら
れ
る
。
こ
ラ
し
て
見
て
み
る
と
、
宋
初
に
お
け
る
皇
帝
権
は
、
太
宗
朝
を

頂
点
と
し
て
真
宗
朝
で
は
弱
体
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
夙

に
宮
崎
市
定
氏
が
「
君
主
独
裁
と
は
君
主
の
怒
意
が
凡
て
の
政
治
の

根
源
と
な
る
の
謂
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
よ
う
目
、
こ
れ
を
も
っ

て
宋
代
の
君
主
独
裁
制
が
後
退
し
た
と
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
。

時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
行
政
機
構
が
肥
大
化
す
れ
ば
、
「
あ
ら
ゆ
る
国

家
機
能
が
君
主
一
人
の
手
に
よ
っ
て
の
み
統
轄
せ
ら
る
る
」
宋
代
に

お
い
て
は
、
皇
帝
の
決
裁
事
項
は
増
加
の
一
途
を
辿
る
は
ず
で
あ
り
、

微
細
な
財
政
業
務
へ
の
関
与
に
は
自
ず
と
限
界
が
生
じ
て
く
る
で
あ

ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
真
宗
期
に
お
け
る
三
司
統
合
は
、
時
代
の
要
請

に
適
合
し
た
対
応
で
あ
る
と
評
価
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
宋
代
の
君
主
独
裁
制
を
論
ず
る
に
は
、
小
論
で
は
触
れ

な
か
っ
た
皇
帝
と
中
書
・
枢
密
そ
の
他
諸
官
司
と
の
関
係
の
詳
細
な

検
討
を
侠
た
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
一
つ
問
題
が
残
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
に
、
真
宗
朝
に
お
い
て
皇
帝
が
財
政
の
細
か
い
事
案
の
処
理
に
消

極
的
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
か
か
る
些
細
な
案
件
の
処
理
、
換
言
す

れ
ば
日
常
業
務
は
、
皇
帝
に
代
っ
て
一
体
誰
が
執
り
行
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
筆
者
は
今
の
と
こ
ろ
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
即
ち
、
真

宗
期
、
幾
度
と
な
く
『
一
ニ
司
編
救
』
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
(
「
宋
曾
要
』
刑
法
一
ー
一
一

i
四
)
、
三
司
は

組
織
面
に
お
い
て
次
第
に
成
熟
の
度
を
増
し
、
組
織
が
自
律
的
に
機

能
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
、
日
常
業
務
は
特
定
個
人
の

処
断
に
よ
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
確
か
に
例
え
ば
真
宗
期
に
は

丁
謂
な
ど
吏
務
に
非
常
に
優
れ
た
三
司
使
も
存
し
た
か
ら
(
「
宋
史
』

巻
二
八
三
「
丁
謂
偲
」
)
、
当
時
に
お
い
て
は
日
常
業
務
の
裁
断
を
依

然
と
し
て
特
定
の
個
人
、
つ
ま
り
三
司
官
僚
に
仰
ぐ
こ
と
も
間
々

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
大
中
祥
符
九
年
(
一

O

一
六
)
六
月
に
お
け
る
、
真
宗
の
宰
相
王
旦
ら
に
対
す
る
発
言
に
、



「
人
、
三
司
の
官
数
し
ば
易
え
ら
る
を
欲
せ
ず
と
一
一
百
う
は
、
蓋
し
吏
人

其
の
更
移
す
る
を
幸
い
に
し
、
世
百
事
を
謹
究
す
る
能
わ
ざ
る
の
弊
に

よ
る
の
み
」
(
「
長
編
』
巻
八
七
|
八
)
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
、
二
一

司
官
僚
が
短
期
で
交
替
す
る
た
め
、
膏
吏
の
乗
ず
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

三
司
の
業
務
を
充
分
に
監
督
で
き
な
く
な
る
と
い
う
問
題
が
顕
在
化

3
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
真
宗
朝
後
期
に
は
も

即
う
既
に
、
日
常
業
務
の
処
断
を
特
定
個
人
に
頼
ら
な
い
状
況
、
こ
と

一
ば
を
か
え
れ
ば
、
組
織
と
し
て
の
三
司
の
自
律
性
が
相
当
程
度
に
成

二
熟
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
付
言
す
れ
ば
、
乙

側
の
よ
う
に
三
司
官
僚
が
日
常
業
務
の
関
与
を
弱
め
て
い
た
こ
と
に
加

か
え
、
「
今
自
り
凡
そ
刑
名
・
迩
防
軍
旅
・
来
同
町
札
昨
日
制
等
の
事
を
更
定
す

腕
る
に
、
並
び
に
申
書
・
極
密
院
を
し
て
参
詳
施
行
せ
し
む
べ
し
」
(
岡

初
巻
八
O

一
)
と
の
詔
が
下
さ
れ
た
大
中
祥
符
六
年
正
月
に
は
、
三

↓
司
が
財
政
の
重
要
事
項
の
決
定
へ
の
参
預
を
既
に
制
限
さ
れ
つ
つ

一
あ
っ
た
な
ら
ば
、
三
司
の
ポ
ス
ト
は
実
務
官
僚
が
充
当
さ
れ
る
そ
れ

何
で
は
な
く
、
単
な
る
一
般
官
僚
の
昇
進
コ

1
ス
の
通
過
点
と
し
て
の

(
部
)

m
色
彩
を
い
よ
い
よ
強
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

司一一一伽
註

宋
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三
司
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
繭
波
諮
「
三
司
使
の
成
立
に
つ
い
て

|
|
唐
宋
の
変
革
と
使
職
|
|
」
(
一
九
六
一
↓
『
唐
代
政
治
社
会
史

研
究
』
同
朋
舎
、
一
九
八
六
)
、
渡
辺
信
一
郎
「
唐
代
後
半
期
の
中
央

財
政

1
i』
戸
部
財
政
を
中
心
に
|
|
」
(
『
京
都
府
立
大
学
学
術
報

告
』
人
文
、
四
O
、
一
九
八
八
)
、
ロ
叶
ヨ
甘
Z
P
R叶
宮
町
宮
自
白
色

〉
岳
臣

E
E
E
E
O
R
J
H
4
E
S
E
Q
N
』
札
若
宮
g
H
E
R
Q
S
ミ
ミ
司
忌
ぬ

吋

g
h
b
E
E
hしF
P
E
F
E問
。

C
E
g
E
q
H
M日
目
喧
呂
田
ω
を
参

照。

(2)

勿
論
、
複
数
の
分
野
に
跨
る
研
究
も
存
在
す
る
。
従
っ
て
、
以
下
の

分
類
は
飽
く
ま
で
便
宜
的
な
も
の
に
渇
き
な
い
。
ま
ず
、
①
に
属
す

も
の
と
し
て
は
、
周
藤
吉
之
「
北
宋
に
お
付
る
三
司
の
興
廃
」
(
一
九

六
五
↓
『
宋
代
史
研
究
』
東
洋
文
庫
、
一
九
六
九
)
、
在
聖
鐸
『
両
宋

財
政
史
』
下
(
中
華
書
局
、
一
九
九
五
)
第
三
編
、
第
三
章
が
あ
り
、

つ
ぎ
に
②
に
属
す
も
の
に
は
、
周
藤
「
北
宋
の
三
司
の
性
格

l
l節

度
使
体
制
と
関
聯
さ
せ
て
|
|
」
(
一
九
六
五
↓
『
宋
代
史
研
究
』
)
、

同
・
出
向
伴
者
。
]
「
E
司

Eω
ロ巳
mw-HNU42HEm-
同
u
S
E
E旦
5
p
m
D且
再

MO

明
日
自
己
阻
止
。
ロ

O同
開

B
ロ
O
B
E
H
ι
。
=
q
E
Z
2
P
O
B
印ロロ岡

Q
U
E
J
S
F『
Eh若
ミ
ミ
』
B
E
匂
ミ
E
H
H
H
l
M
L由
司
、
葛
紹

欧
「
北
宋
之
三
司
使
」
(
『
食
貨
月
刊
復
刊
』
八
l
三
・
四
、
一
九
七
八
)
、

梅
原
郁
「
宋
代
官
僚
制
度
研
究
』
(
同
朋
舎
、
一
九
八
五
)
第
三
輩
、
板

橋
真
一
「
北
宋
前
期
の
資
格
論
と
財
政
官
僚
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
五

O

二
、
一
九
九
ご
、
宮
崎
聖
明
「
北
宋
の
三
司
使
・
戸
部
尚
書
の
人

事
と
経
歴
」
(
『
北
大
史
学
』
三
八
、
一
九
九
八
)
が
あ
り
、
最
後
に
③

に
属
す
も
の
に
は
、
遅
景
徳
「
宋
元
豊
改
制
前
之
宰
相
機
関
与
三
司
」

(
『
宋
史
研
究
集
』
七
、
中
華
叢
書
編
審
委
員
会
、
一
九
七
回
)
、
張
其

凡
「
三
司
・
台
誠
・
中
害
事
権
|
|
宋
初
中
害
事
権
再
探
|
|
」
(
一

九
八
七
↓
『
宋
初
政
治
探
研
』
墜
南
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
)
、
諸

葛
憶
兵
『
宋
代
宰
輪
制
度
研
究
』
(
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二

O
O
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O
)
第
七
章
が
あ
る
。

(3)

王
瑞
来
「
論
宋
代
皇
権
」
(
『
歴
史
研
究
』
一
九
八
九
ー
一
)
、
劉
静

貞
『
北
宋
前
期
皇
帝
和
他
例
的
権
力
』
(
稲
郷
出
版
社
、
一
九
九
六
)
。

王
氏
の
そ
れ
は
必
ず
し
も
皇
帝
と
三
司
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
で

は
な
い
が
、
元
豊
官
制
以
前
の
史
料
と
し
て
、
『
宋
宰
輔
編
年
録
』
巻

七
所
引
「
官
制
奮
典
」
に
、
「
章
聖
朝
帯
臓
盈
溢
、
其
名
数
皆
籍
於
三

司
、
其
総
数
在
三
司
使
得
知
之
。
章
聖
鹿
欲
知
其
数
、
宰
相
李
文
靖
抗

終
不
肯
令
供
。
恐
其
知
数
而
底
用
也
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
皇
帝
は

財
政
に
関
与
す
る
権
限
を
殆
ど
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
、
こ
れ
は

と
り
わ
け
真
宗
朝
の
状
況
を
特
徴
的
に
述
べ
た
も
の
だ
と
い
う
。
ま

た
氏
は
近
著
『
宋
代
の
皇
帝
権
力
と
士
大
夫
政
治
』
(
汲
古
書
院
、
二

O
O
ご
の
、
と
く
に
終
章
に
お
い
て
真
宗
期
、
皇
権
が
「
象
徴
化
」

の
傾
向
を
強
め
る
一
方
、
「
宰
輸
専
政
」
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
と
す

る
が
、
上
の
理
解
は
こ
れ
と
も
深
く
か
か
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

劉
氏
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
以
下
、
行
論
中
で
触
れ
る
こ
と
に
し
た

し

(4)

「
五
代
宋
初
に
お
け
る
禁
軍
の
発
展
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』

四
、
一
九
五
三
)

(5)

『
奮
五
代
史
』
巻
一

O
八
「
李
総
停
」
は
、
李
格
が
宰
相
で
三
司
使

を
兼
務
し
た
こ
と
を
伝
え
る
が
、
そ
の
時
期
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か

し
『
菌
五
代
史
』
「
後
菅
少
帝
紀
」
は
、
関
連
元
年
(
九
四
四
)
七
月

に
劉
胸
が
宰
相
で
三
司
使
を
兼
判
し
た
こ
と
を
記
し
て
お
い
て
(
同

巻
八
三
て
ま
た
翌
年
一
二
月
に
も
同
様
の
主
旨
を
載
せ
て
お
り
(
同

巻
八
四
て
そ
の
問
、
別
人
が
三
司
使
に
就
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

加
え
て
、
部
晋
酒
が
『
宋
史
』
巻
二
六
二
「
劉
務
停
」
に
掲
げ
ら
れ
る
、

劉
掛
川
が
報
告
し
た
国
庫
の
金
の
収
蔵
額
に
対
し
て
、
判
三
司
の
李
総

が
そ
の
偽
り
を
糾
し
た
故
事
を
引
用
し
て
、
そ
れ
を
関
連
二
年
に
繋

げ
て
い
る
乙
と
と
(
『
奮
五
代
史
考
異
』
)
、
当
時
、
桜
が
宰
相
の
臓
に

あ
っ
た
こ
と
を
併
わ
せ
考
え
れ
ば
、
彼
は
関
連
元
年
か
ら
二
年
に
か

け
て
宰
相
で
三
司
使
を
兼
ね
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
五
代

の
三
司
に
つ
い
て
は
、
室
永
芳
三
「
五
代
に
お
け
る
租
庸
使
の
成
立
と

そ
の
性
格
」
(
『
東
洋
学
報
』
五
三
三
・
四
、
一
九
七
二
、
梁
太
済

「
北
宋
前
期
的
中
枢
機
構
及
其
淵
源
」
(
『
宋
史
研
究
集
刊
』
漸
江
省
社

聯
「
探
索
』
増
刊
、
一
九
八
八
)
を
参
照
。

(
6
)

前
掲
、
宮
崎
論
文
二
五
頁
。

(
7
)

そ
の
他
に
も
、
五
代
中
原
王
朝
が
楚
や
闘
な
ど
の
割
拠
政
権
に
、

「
三
司
(
水
陸
)
畿
運
等
使
」
な
る
官
臓
を
除
授
す
る
事
例
は
閑
々
見

ら
れ
る
(
「
朋
府
元
組
』
巻
一
二
九
・
帝
王
部
「
封
建
」
、
一
七
八
・
帝

王
部
「
姑
息
三
」
、
一
七
九
・
帝
王
部
「
姑
息
四
」
)
。

(
8
)

他
に
も
三
司
の
長
官
が
副
使
を
推
薦
す
る
例
は
あ
る
。
例
え
ば
天

福
二
年
三
月
に
、
史
圭
は
「
宰
臣
」
鴻
道
の
推
挙
に
よ
っ
て
塩
鉄
則
使

に
就
い
た
が
(
『
奮
五
代
史
』
巻
七
六
「
後
菅
高
祖
紀
」
、
九
二
「
史
圭

停
」
)
、
当
時
漏
道
は
諸
道
塩
鉄
転
運
等
使
を
兼
領
し
て
い
た
(
同
巻
七

六)。

(9)

枢
密
使
と
宰
相
の
兼
任
に
つ
い
て
は
、
富
田
孔
明
「
五
代
の
枢
密
使

ー
ー
そ
の
沿
革
に
つ
い
て
の
新
た
な
考
察
|
|
」
(
『
龍
谷
史
壇
』
九

五
、
一
九
八
九
)
な
ど
を
参
照
。
と
こ
ろ
で
、
枢
密
使
副
が
三
司
使
を

兼
任
し
た
事
例
と
し
て
、
佐
伯
宮
氏
は
乾
祐
元
年
四
月
に
お
げ
る
郭

威
を
(
「
五
代
に
お
け
る
枢
密
使
に
つ
い
て
」
「
史
窓
』
四
六
、
一
九
八

九
)
、
宮
崎
虫
明
氏
は
開
宝
二
年
二
月
の
沈
義
倫
と
、
開
宝
九
年
三
月



の
王
仁
贈
を
挙
げ
る
が
(
前
掲
、
宮
崎
論
文
)
、
郭
威
は
佐
伯
氏
の
史

料
誤
読
に
よ
る
も
の
で
兼
任
の
事
実
は
な
い
し
、
王
仁
賂
も
乾
徳
五

年
正
月
の
段
階
で
、
枢
密
副
使
を
罷
免
さ
れ
て
お
り
(
『
長
編
』
巻
八

|
二
)
、
兼
任
は
あ
り
え
な
い
。
つ
ま
り
、
兼
任
が
事
実
と
し
て
認
め

ら
れ
る
の
は
、
枕
義
倫
一
例
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
沈

義
倫
に
し
て
も
正
式
の
三
司
使
で
は
な
く
、
飽
く
ま
で
北
漢
親
征
に

り
際
し
て
、
臨
時
的
に
判
留
司
三
司
事
に
任
命
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
こ

見
と
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
(
日
)
大
中
祥
符
五
年
九
月
に
、
陳
尭
史
と
王
欽
若
が
「
検
校
太
僻
・
同
平

一
章
事
・
植
密
使
」
に
、
同
七
年
六
月
に
は
冠
準
が
「
検
校
太
尉
兼
向
平

岡
章
事
・
植
密
使
」
に
除
さ
れ
て
お
り
(
『
宋
史
』
巻
一
一
一

O
「
宰
輸
表
」
)
、

J

「
宰
相
が
枢
密
使
を
兼
ね
た
か
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
「
同
平
章
事
」
は
使

均
棺
で
あ
る
(
「
長
編
』
巻
七
八
一
五
)
。

制
(
日
)
「
藩
邸
旧
僚
」
に
関
す
る
研
究
に
は
、
蒋
復
璃
「
宋
太
宗
晋
邸
幕
府

湖
考
」
(
『
大
陸
雑
誌
』
三

O

三
、
一
九
六
五
)
が
あ
る
が
、
そ
の
考
察

↓
は
太
宗
即
位
前
の
こ
と
に
殆
ど
終
始
す
る
。
ま
た
、
衣
川
強
「
宋
代
宰

一

相

考

1
1
1
北
宋
前
期
の
場
合
|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
四
|
凹
、

河
一
九
六
六
)
で
も
、
部
分
的
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

引
(
ロ
)
そ
の
後
、
太
平
興
国
元
年
に
宣
徽
北
院
使
を
拝
す
(
『
宋
史
』
巻
二

日
五
七
「
主
仁
贈
停
」
)
。

百三
(
臼
)
「
唐
宋
時
代
の
宣
徽
院
使
に
つ
い
て
|
|
主
に
五
代
の
宣
徽
院
使

阿
の
活
動
に
注
目
し
て
|
|
」
(
「
北
大
史
学
」
一
八
、
一
九
七
八
)

宋

(M)

王
仁
婚
が
宣
徽
北
院
使
で
あ
る
問
、
も
う
一
方
の
長
官
の
南
院
使

に
は
、
楚
昭
輔
と
そ
の
後
任
で
あ
る
滞
美
が
就
く
が
、
清
美
は
太
平
興

国
四
年
の
北
抽
出
征
伐
に
参
加
し
て
よ
り
、
一
貫
し
て
外
地
に
あ
っ
た
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か
ら
(
『
宋
史
』
巻
二
五
八
「
潜
美
停
」
)
、
下
級
武
官
の
人
事
権
が
点

検
三
班
公
事
に
移
管
さ
れ
直
前
に
お
い
て
は
、
王
仁
婚
が
一
人
で
そ

れ
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

(
日
)
荷
受
と
と
も
に
連
坐
し
た
者
の
な
か
で
、
「
藩
邸
旧
僚
」
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
程
徳
玄
と
越
延
滞
で
あ
る
(
『
宋
史
』
各
本

伝)。

(
日
)
太
平
興
国
四
年
、
五
年
と
太
宗
は
北
漢
や
契
丹
に
親
伍
し
た
際
、
王

仁
婚
を
都
の
留
守
居
役
と
し
て
大
内
都
部
暑
に
任
じ
る
が
、
そ
の
際

も
「
藩
邸
旧
僚
」
で
あ
る
陳
従
信
や
王
賓
を
そ
の
副
官
に
就
げ
た
よ
う

に
(
『
長
編
』
巻
二

O
l三
、
二
一

l
一
O
、
『
宋
史
』
各
本
伝
)
、
三

司
官
僚
以
外
に
も
仁
婚
の
周
囲
に
「
藩
邸
旧
僚
」
が
配
置
さ
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。

(
汀
)
宮
崎
市
定
「
宋
の
太
祖
被
獄
説
に
つ
い
て
」
(
一
九
四
五
↓
『
宮
崎

市
定
全
集
』
一

O
「
宋
」
岩
波
書
底
、
一
九
九
二
)

(
時
)
前
掲
、
宮
崎
論
文
三
二
頁
。

(
問
)
薙
照
三
年
二
月
の
詔
は
、
三
司
の
官
僚
が
上
奏
し
て
、
硝
末
な
案
件

の
裁
断
を
皇
帝
に
仰
ぐ
こ
と
の
な
い
よ
う
訓
戒
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
必
ず
し
も
太
宗
の
細
か
い
財
政
業
務
へ
の
関
与
に
対
す
る
積
極

性
を
示
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
後
述
の
ご
と
く
太
宗
と

て
も
一
貫
し
て
財
政
へ
の
関
与
に
積
極
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
よ
う
に
、
あ
る
い
は
こ
の
時
期
多
少
な
り
と
も
そ
の
積
極
性

を
減
退
さ
せ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

(
却
)
前
掲
劉
氏
著
書
四
八

i
四
九
頁
。
な
お
、
同
書
一

O
O頁
で
氏
は
三

司
分
合
の
問
題
か
ら
太
宗
と
真
宗
と
の
個
人
的
資
質
の
差
異
を
論
ず

る
が
、
太
宗
の
財
政
の
細
か
い
業
務
に
対
す
る
関
与
の
積
極
性
と
三
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司
分
割
と
の
関
わ
り
は
、
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(
幻
)
な
お
、
「
吏
員
を
併
省
す
」
の
「
吏
員
」
と
は
、
下
文
に
「
其
三
部

厩
吏
、
侃
奮
寅
」
と
あ
る
か
ら
、
膏
吏
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
た

貌
羽
も
過
去
に
三
司
の
官
員
の
数
を
半
減
さ
せ
る
よ
う
上
{
疏
し
て
い

る
(
『
宋
史
』
巻
二
六
七
「
陳
想
停
附
貌
濁
停
」
)
。

{
辺
)
前
掲
の
三
司
統
合
を
伝
え
る
『
宋
大
詔
令
集
』
記
事
の
上
文
に
、
「
斯

調
得
人
方
錆
稀
職
、
夫
何
群
吏
未
副
所
懐
。
設
官
厩
以
雄
多
、
事
綱
傑

而
廓
営
、
空
令
聴
質
、
日
有
勢
煩
。
用
責
童
公
、
務
求
寅
致
、
各
共
勤

於
職
分
」
と
あ
る
の
は
、
か
か
る
効
果
が
三
司
統
合
に
期
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
唆
す
る
か
。

(
お
)
表
2
に
は
淳
化
三
年
に
コ
ニ
部
副
使
を
復
置
し
、
文
た
省
く
」
と
あ

る
が
、
三
部
副
使
は
統
合
直
前
の
同
四
年
正
月
の
時
点
で
ま
だ
置
か

れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
会
長
編
』
巻
三
四

l
一
)
、
そ
の

廃
止
は
同
年
五
月
の
三
司
統
合
の
際
に
実
施
さ
れ
た
と
み
て
よ
か
ろ

-つ。

(
制
)
渡
辺
信
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
唐
後
半
期
か
ら
宋
初
に
か
げ
て
地
方

財
政
の
中
央
集
権
化
が
推
し
進
め
ら
れ
た
と
い
う
が
(
「
唐
代
後
半
期

の
地
方
財
政
l
l
l
州
財
政
と
京
兆
府
財
政
を
中
心
に
|
|
」
「
中
国

専
制
国
家
と
社
会
統
合
』
文
理
閣
、
一
九
九

O
て
こ
れ
に
従
え
ば
、
左

右
計
使
の
設
置
を
そ
の
到
達
点
の
一
つ
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能

か
も
し
れ
な
い
。

(
お
)
林
特
等
に
よ
る
茶
法
改
革
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
富
「
宋
代
林
特
の
茶

法
改
革
に
つ
い
て
」
(
一
九
五
八
↓
『
中
国
史
研
究
」
二
、
東
洋
史
研

究
会
、
一
九
七
こ
を
参
照
。

(
お
)
上
殿
奏
事
に
つ
い
て
は
、
平
田
茂
樹
「
宋
代
政
治
構
造
試
論

l
i
i

(
『
東
洋
史
研
究
』
五
二
|
四
、

対
と
訟
を
手
掛
り
に
し
て
|
|
」

九
九
四
)
な
ど
を
参
照
。

(
幻
)
皇
太
子
仁
宗
の
監
国
に
つ
い
て
は
、
熊
本
崇
「
宋
仁
宗
立
太
子
前
後

ー
ー
慶
暦
『
改
革
』
前
史
|
|
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
七
九
、
一
九
九

八
)
を
参
照
。

(
お
)
「
宋
曾
要
』
儀
制
一
「
垂
扶
殿
視
朝
」
天
蕗
四
年
一
一
月
二
四
日
条

に
は
、
「
中
書
門
下
上
言
、
詰
隻
日
止
於
承
明
殿
視
朝
、
週
五
日
起
居
、

即
御
長
春
殿
」
と
あ
り
、
当
時
、
五
日
ご
と
の
大
起
居
(
後
述
)
は
行

わ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
そ
の
時
も
聴
政
は
行
わ
れ
た
か
も
知
れ
な

(
却
)
『
春
明
退
朝
録
』
巻
下
に
は
、
「
今
、
審
官
東
西
院
・
三
班
院
、
皆
預

内
朝
、
而
流
内
鑑
、
止
趨
五
日
起
居
」
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ
こ
に

見
え
る
「
内
朝
に
預
か
る
」
と
は
、
常
起
居
へ
の
参
加
を
意
味
す
る
。

(
印
)
こ
の
詔
は
三
部
使
と
判
官
の
儀
制
上
の
身
分
差
を
定
め
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
上
殿
奏
事
に
お
い
て
も
、
こ
の
時
既
に
判
官
は
、
上
殿
権

は
と
も
か
く
奏
事
権
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

(
剖
)
本
文
に
述
べ
る
よ
う
に
、
副
使
の
設
置
に
よ
っ
て
判
官
が
常
起
居

に
参
加
で
き
な
く
な
る
と
す
れ
ば
、
太
宗
朝
の
副
使
が
置
か
れ
た
時

期
(
表
2
参
照
)
、
当
然
、
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

(
m
M
)

『
職
官
分
紀
』
巻
一
一
ニ
「
三
司
」
に
よ
る
と
、
常
平
案
は
大
中
祥
符

七
年
に
別
歯
さ
れ
た
と
い
う
。

(
お
)
前
掲
、
大
中
祥
符
九
年
九
月
の
詔
で
は
、
判
官
の
上
殿
も
認
め
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
上
殿
を
「
大
事
」
の
上
奏
の
時
に
限
っ
て
い

る
か
ら
、
む
し
ろ
、
こ
の
詔
は
真
宗
が
財
政
関
連
の
細
か
い
事
案
の
決

裁
に
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。



(
悩
)
『
東
洋
的
近
世
』
(
一
九
五

O
↓
『
宮
崎
市
定
全
集
』
一
一
「
東
洋
史
」

岩
波
書
底
、
一
九
九
二
)
一
八
二
頁
。
以
下
の
引
用
も
同
じ
。

(
お
)
例
え
ば
前
掲
板
橋
論
文
な
ど
は
、
仁
宗
朝
以
降
、
三
司
官
僚
等
の
財

政
差
遣
が
高
級
官
僚
の
昇
進
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
通
路
と
な
っ

た
、
と
す
る
。

紛
(
付
記
〕
本
稿
は
第
二
七
回
宋
代
史
研
究
会
(
於
相
模
原
、
二

O
O
一
年
八

慌
月
二
四
日
)
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席

一
上
、
諸
先
生
方
か
ら
貴
重
な
ア
ド
ヴ
ア
イ
ス
を
頂
い
た
。
本
稿
作
成
に

一
あ
た
っ
て
、
そ
れ
を
充
分
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

個
こ
こ
に
厚
く
感
謝
の
号
表
し
た
い
。

の権政初宋てつ司三の
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